
 

 

開催日 2012 年 3 月 18 日（日） 

13:00 決勝スタート  16:00 チェッカー 

天候  雨 

最高気温 12.9℃（15 時） 

場所  スパ西浦モーターパーク 

参加台数 23 台 

 

今年で 5 シーズン目を迎えるＧＴ耐久東海シリ

ーズの開幕戦が、3 月 18 日に愛知県蒲郡市のス

パ西浦モーターパークで開催された。 

前日は本格的な雨であったが、この日は降水

確率 10％で天候は曇りの予報。朝にはコース全

体はウエット状態だったものの、ＧＴ耐久が始まる

午後には路面が乾くことが予想された。 

しかし昼前から降り始めた雨は止むことなく、低温も相まって非常に難しいコンディションの中でのレースとなった。 

また今年から義務ピットインの時間管理が、タイムカードから計時上のラップタイムでの管理に変更となった。この

ためピットアウトのタイミングは各チームが計算して指示しなければならず、チームの戦略が勝敗を左右する比率が

高くなった。さまざまな面において難しいレースとなった開幕戦。このレースを制したのはどのチームか。 

 

 

■「１＋２Ｃ」クラス（1500cc 以下の NA 車と、1200cc 以下の過給機付き車のクローズドクラス） 

昨シーズンまでは改造範囲の狭いクローズドクラスのマシンと、改造

範囲の広いオープンクラスのマシンが、ハンディータイムを付けるこ

とで混走となっていたこのクラス。 

今シーズンからはオープンクラスのマシンは、排気量を問わずＯＰク

ラスに一本化されたことから、このクラスはクローズドクラスのマシン

のみで戦うことになった。 

開幕戦では昨年から引き続きエントリーの#12「カムコパッショーネマ

ーチ」、#449「金沢工大自動車部ストーリア」、そして３Ｃクラスからマ

シンチェンジしてきた#41「ＤＸＬシーワンＮチームシティ」の３台がエン

トリーしてきた。 

 

■予選 

予選はグリップが非常に低く難しい路面の中で行われた。その中で

1 番手となるタイムをマークしたのは#41「ＤＸＬシーワンＮチームシテ

ィ」でタイムは 1'13.266 を記録。2 番手には#12「カムコパッショーネマ

ーチ」が 1’16.067 で続く。 

#449「金沢工大自動車部ストーリア」は予選タイムを残すことが出来

ず、最後尾スタートとなる。 

 

■序盤 

ＳＣカーの先導によるフォーメーションラップが終わり、決勝がスター

トした直後の１コーナーで、いきなりのコースアウトが発生し赤旗中

断。この日の滑りやすい路面を象徴した幕開けとなるが、この路面

に足をすくわれるチームが続出することになる。 

レース 1 時間が経過した時点では、#12「カムコパッショーネマーチ」

と#41「ＤＸＬシーワンＮチームシティ」はコースアウトなどのトラブルで、

ほとんど周回数を伸ばせないまま。 
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そんな中#449「金沢工大自動車部ストーリア」は順調に周回を重ね、

22LAP で断トツの 1 位に立つが、その矢先にまさかのコースアウト

＆転倒。幸いにもドライバーに怪我は無かったものの、ここでレース

を終えてしまう。 

 

■終盤 

序盤にアクシデントに見舞われた#12「カムコパッショーネマーチ」と

#41「ＤＸＬシーワンＮチームシティ」の両チームではあったが、その

後はレースに復帰して慎重に周回を重ねて行く。 

2 時間経過時点では#41「ＤＸＬシーワンＮチームシティ」が 1 位に立

ち、2LAP 差で#12「カムコパッショーネマーチ」が追い掛ける。 

 

■最終結果 

このクラス、トップでチェッカーを受けたのは#41「ＤＸＬシーワンＮチ

ームシティ」で、50LAP を走りきった。 

2 位の#12「カムコパッショーネマーチ」はトップから 5LAP 遅れでの

フィニッシュとなった。 

序盤に戦列を去った#449「金沢工大自動車部ストーリア」は規定

数回数に足りなかったため、完走扱いとはならずポイントを獲得す

ることは出来なかった。 

このクラス、各チームとも滑りやすい路面の犠牲となってしまった

が、是非とも今回の教訓を今後に活かし、さらなるレベルアップを

期待したい 

。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■３Ｃクラス（1501cc 以上の NA 車と、1201cc 以上の過給機付き車のクローズドクラス） 

昨年も毎回最多エントリーとなっていたこのクラス。今年の開幕戦

も 10 台がエントリーし激戦区となった。 

昨年度のチャンピオン#830「ＷＭ ＣＬＮシビック」はマシンをＥＧか

らＥＫにチェンジし、心機一転のエントリー。 

シビックが 4 台エントリーする一方で、プジョー１０６に BMW と輸入

車の参戦も目立っている。 

過去のレースでは、雨が降るとドライの時とは順位が大きく変わる

傾向があることから、今回の順位も全くの予測不能である。 

 

■予選 

滑りやすく難しいコンディションの中、予選 1 番手に付けたのは

1'07.252をマークした#111「Ｓ‘ｔｅｃAE-1ファジートレノ」であった。パ

ワーではＶＴＥＣ勢に劣るＡＥ１１１ながら、見事なマシンコントロー

ルで総合でも 1 位となる堂々たるタイムを叩き出した。 

2 番手は 1'07.907 をマークした#28「アクセントＢスターレット」。昨年

度シリーズ 2 位のこのチーム、今年も幸先よいポジションでの決勝

スタートとなる。 

3 位には#106「Ｄ＆Ｍプジョー１０６」が入るが、トップとのタイム差

はわずか 0.8 秒の 1'08.024 で、3 列目の好位置につける。 

4 位には初参加の学生チーム#11「金沢大学自動車部シビック」が

1'08.586 で入る大健闘ぶり。決勝でも好ポジションをキープできる

か。 

以下 5 位に 1'09.380 の#75「ＤＸＬシーワンＮチームＥＰ８２」、6 位に

1'09.945 の#36「剛式レーシング３１８ｉｓ耐久号」と続く。 

 

■序盤 

スタート直後のコースアウトにより、再度のスタートやり直しとなっ

た決勝冒頭。リスタートから 60 分が経過した時点での 1 位は、

29LAP の#960「Ｔｅａｍ ＫＲＳ ＷＭ ＤＬシビック」。予選 10 位から

大きくジャンプアップ。 

2 位には 27LAP の#75「ＤＸＬシーワンＮチームＥＰ８２」が続く。 

3 位の#28「アクセントＢスターレット」は 26LAP、4 位と 5 位は同一

の 25LAP で#450「味長持ち３時間アコード」、#31「イケダレーシン

グＳＤＣシビック」が僅差で続く。 

予選 1 位の#111「Ｓ‘ｔｅｃAE-1 ファジートレノ」と予選 3 位の#106「Ｄ

＆Ｍプジョー１０６」はともに 24LAP で 6 位と 7 位のポジションに。 

 

■終盤 

2 時間が経過した時点では#28「アクセントＢスターレット」が 49LAP

でトップに立つ。2 位には#960「Ｔｅａｍ ＫＲＳ ＷＭ ＤＬシビック」が

トップを射程圏内に捉える 28lap で続く。 

3位と4位はともに46LAP。#106「Ｄ＆Ｍプジョー１０６」と#450「味長

持ち３時間アコード」が位置し、これを 45LAP の#111「Ｓ‘ｔｅｃAE-1

ファジートレノ」が追い掛け、表彰台を懸けた争いを繰り広げる。 

序盤 2 位に付けていた#75「ＤＸＬシーワンＮチームＥＰ８２」はコー

スアウトで 6 位まで順位を落とす。 

 

 

 

 

 



■最終結果 

３Ｃクラス、1 位でチェッカーを受けたのは、終盤にトップに立ち

72LAP を走りきった#28「アクセントＢスターレット」であった。昨年

も 2 勝をあげたこのチーム、今年もその実力ぶりを披露した。 

2 位には#450「味長持ち３時間アコード」が 69LAP で入り、嬉しい

初表彰台をゲットした。 

続く3位の#106「Ｄ＆Ｍプジョー１０６」は、2位から遅れることわず

か 3.9 秒。頭一つ届かなかった。 

4 位の#111「Ｓ‘ｔｅｃAE-1 ファジートレノ」も 2 位 3 位と同一周回。

11 秒差で惜しくも表彰台には届かなかった。 

5 位には 68LAP で#75「ＤＸＬシーワンＮチームＥＰ８２」が入ったが、

中盤でのコースアウトが最後まで響いた。 

以下 67LAP で 6 位#960「Ｔｅａｍ ＫＲＳ ＷＭ ＤＬシビック」、7 位

#36「剛式レーシング３１８ｉｓ耐久号」が続いた。 

今回のレースでは、速さをキープすることとコース上に残り続け

ることは紙一重であったが、それをやり遂げたチームが上位を獲

得した。 

第２戦はどのようなコンディション下でのレースになるかわからな

いが、このクラスは各チームの力の差がほとんど無いため、今回

上位のチームといえども次回の順位は全くわからないと言えよ

う。 

 

 

 



■ ＯＰクラス（排気量区分無しのオープンクラス） 

昨年のオープンは排気量によってクラス分けされていたが、今年

からは排気量を問わず一つのクラスとなった。 

しかし、スパ西浦モーターパークにおいては、排気量が大きい方

が一概には有利とは言えない。これは昨年に小排気量の改造車

が、総合ポールポジションを取っていたことからもわかる。 

今年の開幕戦は、排気量区分が無くなったことによりエントリー

台数が 10 台となり、３Ｃクラスと並ぶ激戦区となった。 

 

■予選 

ウエットの難しい路面状況の中、予選 1 番手タイムを叩き出した

のは、なんとＦＲ車の#180「Ｍ．Ｍ．Ｓ．１８０ＳＸ」であった。タイム

は 1’07.507 をマークし、総合 2 位の最前列グリッドを獲得した。 

2 番手は#18「Ｔ－ＢＯＤＹエクセルインテグラ」で 1'07.742 を記録。

昨シーズン前半は不運が続いたが、今シーズンは幸先良い位置

からのスタートとなる。 

3 番手には 1'08.565 の#6「ソーワフレミングシビック」が続く。過去

に不遇の時期が長かったが、昨年最終戦での準優勝から調子

が上向いてきたか。 

4 位には#110「ＤＸＬアライメント浜松シティー」が 1'09.018 で入る。

軽量を活かして決勝では上位に食い込めるか。 

以下 5 位に#56「ＲＳ正和ナフティーＥＰ９１」が 1'09.960 で、6 位に

#13「カムコスターレット」が 1’10.204 で続く。 

 

■序盤 

ローリングスタートからセーフティーカーがピットロードに入り決勝

がスタート。直後の 1 コーナーでトップの#180「Ｍ．Ｍ．Ｓ．１８０Ｓ

Ｘ」がコースアウトし、トップ争いからは脱落してしまう。 

この他にもコースアウトが多く発生する中、1 時間が経過した時

点では、予選 7 番手からスタートした#2「ＮＧＲＳレビン」が 29LAP

でトップに立つ。 

2 位には 27LAP で#56「ＲＳ正和ナフティーＥＰ９１」が、3 位と 4 位

は 26LAP の同一周回で、#96「ＴｅａｍＫＲＳ制動屋ＤＬ ＥＧ９」と#6

「ソーワフレミングシビック」が続く。 

また 5 位と 6 位も 25 周の同一ラップで、#18「Ｔ－ＢＯＤＹエクセル

インテグラ」、#13「カムコスターレット」というオーダー順。 

 

■終盤 

2 時間経過時点では#6「ソーワフレミングシビック」が 49LAP でト

ップに立つ。 

2 位には 46LAP の#56「ＲＳ正和ナフティーＥＰ９１」が続く。 

そして 3 位から 6 位までの 4 チームは、45LAP での接近戦。#96

「ＴｅａｍＫＲＳ制動屋ＤＬ ＥＧ９」、#2「ＮＧＲＳレビン」、#17「カムコ

１．３改スイフト」、#13「カムコスターレット」と続き、7 位で 44LAP

の#18「Ｔ－ＢＯＤＹエクセルインテグラ」も含めて、トロフィーのもら

える 6 位入賞圏内争いが激化する。 

しかしこの時点で 3 回の義務ピットインを終えているチームと、そ

うでないチームが入り乱れているため、この時点での順位は大き

く入れ替わることになる。 

 

 

 

 

 



■最終結果 

チェッカーまで残り数分。#56「ＲＳ正和ナフティーＥＰ９１」がトップ

に立ち、これより 10 秒弱遅れで#6「ソーワフレミングシビック」が

追いかける。全ギャラリーが注目する最終ラップの第二ヘヤピン

で#56 がまさかのスピンを喫し、奇跡の逆転が起きるかと思われ

たが間一髪復帰を果たし、1.7 秒差で#56「ＲＳ正和ナフティーＥＰ

９１」がトップチェッカーを受けた。 

#6「ソーワフレミングシビック」はラストの猛然とした追い上げでギ

ャラリーを沸かせたが、鼻の差で準優勝となった。ラップ数はとも

に 72 周であった。 

3 位には今年より初参加の#96「ＴｅａｍＫＲＳ制動屋ＤＬ ＥＧ９」が

68LAP で入り、いきなりの表彰台をＧＥＴした。 

4 位は#18「Ｔ－ＢＯＤＹエクセルインテグラ」が 67LAP で続き、同

一ラップでの 5 位には、小排気量のハンディーを跳ね返し#17「カ

ムコ１．３改スイフト」が続いた。 

以下 6 位に 66LAP の#2「ＮＧＲＳレビン」、7 位に 65LAP の#13「カ

ムコスターレット」が入った。 

今回はウエットという条件ではあったが、優勝した#56「ＲＳ正和ナ

フティーＥＰ９１」を始め、小排気量車の検討が目についた。 

第 2 戦以降はどのようなマシンが上位に来るのか注目したい。 

 

 

 


